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戦
後
の
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

平

回

隆

夫

国
際
労
働
運
動
は
、
モ
四
目
的
並
に
方
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
三
つ
の
グ
イ
プ
に
類
別
す
る
と
と
が
出
来
ふ
。
第
一
は
、
諸
国
に
於

け
る
特
定
の
産
業
叉
ほ
職
業
に
於
げ
る
労
働
組
合
の
国
際
的
組
織
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鉱
夫
、
交
通
運
輸
労
働
者
、
印
刷
工
等
の
国
際
的

団
体
て
あ
る
。
一
八
七

O
年
頃
か

b
結
成
吉
れ
る
に
至
ヮ
た
か
か
る
国
際
的
紅
織
は
、
一
般
に
閏
際
業
種
別
労
働
組
合
書
記
局
。
己
耳
目

E
E
E
H
叶

E
骨
印
2
3仲
間
口
巴
♂
印
onみ
E
口
M
W
Z
F。
r
g
M
O
H
M
Z
Z
E百
B
E
E
S
Z
)
と
称
せ
ら
れ
る
。
第
一
一
は
、
各
国
の
全
国
的
労

働
組
合
中
央
機
関
宮
巳
HOE-
可仰向。

E
H
E
自
己
白
ω)
の

国

際

的

組

織

で

あ

る

。

一

九

O
三
年
組
織
吉
れ
た

全
国
的
労
働
組
合
中
央
機
関
園
際
書
記
局

(HZ耳
目
g
E
H
凹

o
n
H
E
m
H
E
Z
O
H
Z
E
B
B
-
d
E
o
C
E
E
C
E
o
p
m
2
E
E
2
E
∞百
a

モ
の
最
初
の
も
の
は
、

P
S
H
H
E
o目
E
B
E
H
)
て
あ
る
。
主
と
し
て
独
乙
、
労
働
組
合
白
指
導
白
下
に
活
動
し
た
が
、
周
知
の
工
う
忙
、
と
れ
ば
一
九
一
三
年
、

米
国
A
F
L
の
提
案
に
よ
っ
て
、
国
際
労
働
組
合
連
盟

(
E
O
E
E
B
B
-
3白
2
5
0目
見

P
E
o
d
E
Oロ
♂
忠
忠
B
E
S
S
P
E
E
-
o

F
Z
E
E
H
O
E
-
)
と
改
称
せ

b
れ
た
。

一
般
に
国
際
労
働
組
合
運
動
と
言
う
場
合
、
こ
れ
ら
第
一
並
に
第
二
白
も
の
が
包
含
せ
ら
れ
る
。

第
三
は
、
諸
国
に
於
け
る
無
産
政
党
白
国
際
的
組
織
即
ち
政
治
的
領
域
に
於
け
る
国
際
的
団
体
で
あ
る
。

一
八
六
四
年
結
成
さ
れ
た
第

戦
後
四
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

九

第

号



戦
後
O
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
b
十
九
巻

四
O 

第

号

一イ
Y
グ
l
ナ
Y

ョ
ナ
ル
、
モ
白
崩
壊
後
、
一
八
八
九
年
組
織
さ
れ
た
第
二
イ
ン
グ

l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
等
が
大
体
こ
れ
に
相
当
す
る
の
で

あ
る
が
、
己
れ
ら
に
於
て
は
、
第
二
の
組
織
と
り
区
別
が
必
ず
し
も
明
僚
で
は
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
国
際
労
働
組
合
運
動
と
国

際
政
治
運
動
と
が
、
未
分
化
白
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
両
者
が
一
応
分
離
し
、
モ
の
自
主
性
を
保
ち
乍
ら
、
し
か
も
相
互

に
協
力
し
つ
つ
発
展
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
前
述
の
全
国
的
労
働
組
合
中
央
機
関
国
際
書
記
局
の
創
設
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
大

休
二
十
世
組
の
初
め
か

b
、
第
二
イ
ン
グ

1
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
、
専
ら
政
治
的
分
野
に
於
け
る
活
動
を
行
う
子
と
に
た
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
我
々
白
当
面
の
課
題
は
、
国
際
労
働
組
合
運
動
の
展
望
て
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
考
察
の
重
点
が
、
主
と
し
て
第
一
と
第

二
の
国
際
労
働
運
動
に
沿
か
れ
る
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
第
三
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
必
要
左
る
限
度
に
於
て
言
及
す
る
で
あ

ろ
う
。
更
に
我
々
の
考
察
は
、
専
b
戦
後
即
ち
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
に
於
け
る
国
際
労
働
組
合
運
動
の
展
開
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先

立
っ
て
、
戦
前
特
に
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
ま
で
の
期
間
に
於
け
る
国
際
労
働
組
合
運
動
白
発
展
に
つ
い
て
も
、

若
干
心
考
察
を
し
て
お
く
必
要
で
あ
る
。
己
の
期
間
に
於
て
、
国
際
労
働
組
合
運
動
は
、
二
つ
の
陣
営
に
分
裂
し
て
、
相
互
に
対
立
・

抗
争
の
状
態
に
あ
っ
か
。
社
会
民
主
主
義
の
陣
営
に
於
て
は
、
一
九
一
九
年
七
且
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
於
て
二
万
の
国
際
労
働
組
合

〔
討
一
〕

連
盟
が
再
建
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
イ
ン

F
l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
が
己
れ
で
あ
り
、
独
乙
に
代
っ
て
、

己
れ
に
対
し
て
、
戦
後
漸
次
多
数
の
国
際
業
種
別
労
働
組
合
書
記
局
(
以
下

英
国
労
働
組
合
会
識
が
、
そ
の
指
導
的
地
位
に
就
H
た。

I
T
S
と
略
称
す
る
)
が
復
活
し
た
u

一
九
一
二
年
末
に
は
、
二
九
の

I
T
S
が
存
在
し
、

そ
の
組
合
員
総
計
二
千
一
百
万
と
推
算
せ
ら

れ
た
が
、
そ
の
後
の
統
合
に
よ
っ

τ、
一
九
三
五
年
に
は
二
七
を
数
え
た
。
こ
れ
b
は
国
際
労
働
組
合
連
盟
と
協
力
し
て
、
そ
の
自
主

独
立
性
を
保
ち
乍
ら
、
各
々
の
職
業
別
乃
至
産
業
別
利
益
の
擁
護
の
た
め
活
動
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
と
れ
b
と
協
力
関
係
に
立

つ
国
際
政
治
団
体
と
し
て
は
、

一
九
一
九
年
二
且
、
ベ
ル
ン
て
再
建
さ
れ
た
第
二
イ
ン

F
!
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
後
心
労
働
者
社
会
主
義
イ



一
方
共
産
主
義
陣
営
に
於
て
は
、

モ
ス
コ
ー
に
於
て
第
三
イ
Y

グ
l
ナ
V
ョ
ナ
ル
即
ち
ロ
ミ
V
テ
ル
Y

(円

O
E
E
Z
E
)
が
結
成
さ
れ
、
共
産
主
義
者
白
国
際
的
政
治
活
動

Y
グ
l
ナ
y
ョ
ナ
ル

(FMHto己
m
R
凶
印
。
己
巴
』
旦
回
目
ZHHHEFOE-)
が
あ
ッ
た
。

一
九
一
九
年
三
且
、

と
在
り
、
己
れ
に
従
属
す
る
労
働
組
合
組
織
と
し
て
、
一
九
一
一
一
年
六
局
、
コ
ミ
Y
テ
ル
Y
第
三
回
大
会
後
、
同
じ
く
一
セ
ス
ロ
ー
で
、

白
木
拠
赤
色
国
際
労
働
組
合
(
同
邑

r
z
E
E
E
E
]
a
u
r
z
F
L
o
g
-
-
P宮
E
E
S
E
-
o
gロ
E
E
r
e品
。
)
即
ち
プ
ロ
ア
ィ

y

門
話
こ
〕

テ
ル
ン
(
早
急
己
再
出
〕
が
組
織
さ
れ
、
共
産
党
に
よ
る
各
国
労
働
組
合
白
国
際
的
支
配
活
動
が
開
始
さ
れ
る
に
至
コ
た
。
乙
れ
ら
む
外

氏
、
へ
グ
に
於
て
、
一
九
二

O
年
六
月
、
国
際
キ
り
ス
ト
教
労
働
組
合
連
合
(
同
己
∞
E
Z
E
E
-
A
U
O出
向
旦
司
E
Eロ
丘

Q
E
E
H
E
4
E品。

ロ
E
o
p
p
n
c巳
E
O
B
E
B
E百
E
E
H
O
E
-
o且
ωω
印
ヨ
丘
E
Z
B
H
b
z
g
ω
)
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
去
義
を
信
奉
し
、

申
立
主
義
を
堅
持
す
る
キ
リ
λ
ト
教
労
働
組
合
の
国
際
的
連
合
体
て
あ
る
。
欧
州
大
陸
特
に
独
、
仏
、
の
労
働
組
合
を
中
核
と
す
る
組

織
で
あ
り
、
組
合
員
臼
数
も
少
在
く
、
大
し
た
勢
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
づ
た
が
、
プ
ロ
フ
イ
ン
テ
ル

γ
に
は
反
対
で
あ
り
、
従
つ

亡
中
立
主
義
て
あ
る
と
は
言
え
、
寧
ろ
社
会
民
主
主
義
田
陣
営
に
属
す
る
も
白
と
言
う
乙
と
が
出
来
よ
う
c

か
く
の
如
く
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
第
一
一
次
世
界
大
戦
勃
発
ま
で
の
期
間
に
於

τ、
社
会
民
主
主
義
主
奉
じ
自
由
国
家
を
代
表

す
る
全
国
的
労
働
組
合
中
央
機
関
心
国
際
的
組
織
と
し
て
、
国
際
労
働
組
合
連
盟
並
に
国
際
キ
リ
λ

ト
教
労
働
組
合
連
合
が
あ
り
、
又

特
種
の
産
業
乃
至
職
業
山
利
益
を
擁
護
す
る
各
国
労
働
組
合
の
国
際
的
団
体
と
し

τ、
競
多
心

I
T
S
が
存
伝
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

共
産
閏
家
主
代
表
し
又
は
共
産
党
を
支
持
す
る
全
国
的
労
働
組
合
中
央
機
関
の
国
際
的
連
合
体
と
し
℃
プ
ロ
フ
イ
ン
テ
ル
ン
が
あ
り
、

ヨ
ミ
ン
一
ア
ル
ン
と
密
接
不
離
の
関
速
に
於
て
、
そ
白
運
動
を
展
開
し
た
。
国
際
労
働
組
合
連
盟
と

I
T
S
は
、
第
二
イ
ン
グ
ナ
シ
ョ

ナ
ル
と
提
携
し
つ
つ
、
相
互
に
そ
白
自
主
独
v
H
A

性
を
認
め
乍
b
、
そ
れ
ぞ
れ
心
分
野
に
於
て
活
動
し
た
白
て
あ
る
。
そ
し
て
国
際
労
働

組
合
連
問
、

I
T
S
、
国
際
キ
日
λ

ト
教
労
連
等
は
、
国
際
連
盟
並
に

I
L
O
を
強
力
に
支
持
し
、
己
れ
に
刻
し
て
積
極
的
協
力
を
治

戦
後
四
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

四

第

セ安



戦
後
四
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

四

第
二
号

119 

し
ま
左
か
ワ
た
の
で
あ
る
が
、
プ
ロ
フ
イ
ン
テ
ル
Y

や
ヨ
ミ
y
テ
ル
ン
は
、
国
際
連
盟
や

I
L
O
を
認
め
友
か
っ
た
。
従
っ
て
乙
れ

b

k
協
力
し
た
い
の
み
か
、
正
面
か

b
と
れ
に
対
決
す
る
態
度
を
と
っ
た
。
階
級
闘
争
と
資
本
、
主
義
社
会
の
転
績
を
努
極
の
目
標
と
す
る

建
前
か
ら
す
れ
ば
、
査
し
当
然
の
と
と
イ
あ
ろ
う
。
か
く

τこ
れ
ら
両
陣
営
忙
所
属
す
る
こ
っ
白
国
際
的
労
働
組
織
は
、
モ
の
指
導
原

理
従
っ
て
叉
モ
の
実
践
活
動
に
於
て
、
相
互
に
対
立
・
抗
争
を
続
け
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
こ
の
期
間
に
於
け
る
国
際
労
働
組
合
運

動
奥
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
な
治
己
の
期
聞
に
於
て
、
我
国
の
労
働
組
合
が
五
式
に
関
連
を
も
っ
て
い
た
の
は
、

I
T
S
の
一
づ
、

し
か
も
最
も
強
大
な
も
の
白
一
つ
で
あ
る

I
T
F
即
ち
国
際
運
輸
労
働
者
連
盟
(
『
古
田
巳
E
E
-
-『
B
E司
0
1
5持
o
a
H
4
a
o
E
Z
E
)

の
み
で
あ
っ
た
。
当
時
日
本
海
員
組
合
が
こ
れ
に
加
盟
し
て
い
た
が
、
己
れ
は
、
当
時
の
印
度
、
中
閣
に
於
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
ふ
。
日
本
労
働
組
合
評
議
室
、
日
本
労
働
組
合
全
国
基
調
会
等
心
左
翼
組
合
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
干
プ
ロ
フ
イ
ン
テ
ル

y
と
笑
質

上
の
関
連
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
総
同
盟
主
中
心
と
す
る
京
翼
組
合
は
、

I
L
O
に
は
協
力
的
で
あ
っ
た
が
、
国
際
労
働
組
合
連

開
に
は
、
正
式
に
加
入
し
て
い
た
か
っ
た
。

ω
F
0
2
5・
】
い
「
・

4
Z
F百円
E
E
E戸
戸
与
。
円
宮
0
4
0
E
O
E
-
H由
m
ω
M
E
H

仰
の
「
]
司
E
P
?
叶

F
O
H
E司
E
H
U
E
-
戸
島
O
R
Z
0
4
0
E
S
F
E白
書
-H由
l
N
F
U
F
o
r
mロ
C
口
・
日

v
g
開

MnutMgnom
印百円
r
s
-
z

同ロ円。口岡山口。回
mw-om-H由一山
N・咽甘
-H喧
lig--FOHdEFO]U・
2rHUHU-mulJ司・

ω
司

E
H
o
p
当

N
・
0
巳
戸
耳
目
ω
宮
司

a
s
o
d『
司
置
、
H，E
P
己
目
。
ロ
昌
。
2
8
2
p
z
g
z・
国
立

J3・

ω

司口
0
9
0
H
V
-
E
F
]
V
m
p

〔
註
一
〕
当
時
白
加
盟
組
骨
員
総
計
は
、
一
一
二
、
六
六
二
、

0
0
0
人
在
住
表
さ
れ
た
。
己
・
明
日
Z
F
当

N

国
缶
百
弓
i

O
同
吾
命
叶
官
ιZ

Hロ↓百円ロ
mwHHOロ
hWHop
岡
田
町
四
司

ωHF

門
誌
二
】
結
成
十
ヶ
月
後
申
加
盟
組
骨
員
は
、
総
計
一
千
七
百
万
人
を
数
へ
た
主
云
は
れ
る
。

同

omrMP
。
]V・。巳・

]V・
U
M
「



こ
れ
ら
の
国
際
労
働
組
合
運
動
は
、
第
一
一
次
世
界
大
戦
勃
発
後
、
如
何
た
る
運
命
新
辿
っ
た
ぞ
あ
ろ
う
か
。
既
に
一
九
=
一

0
年
代
に

始
ま
る
世
界
的
・
慢
性
的
不
況
忙
伴
う
フ
ァ

y
r
ム
並
に
ナ
チ
ズ
ム
の
拾
頭

K
ょ
っ
で
、
間
欧
大
陸
諸
国
の
自
由
念
民
主
的
労
働
組
合

遅
刻
は
甚
大
な
る
影
響
を
蒙
り
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
登
場
と
と
も

r、
先
づ
独
、
壊
の
労
働
組
合
が
弾
圧
さ
れ
、
壊
滅
す
る
に
至
っ
た
。

そ
う
し
て
大
戦
勃
発
と
と
も
に
、
占
領
下
k
h
d
か
れ
た
西
欧
諸
国
の
労
働
組
合
は
、
大
体
同
様
な
る
運
命
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
ロ
戦

時
中
西
欧
て
労
働
組
合
が
従
前
通
り
の
活
動
を
持
続
し
得
た
の
は
、
英
国
、
瑞
典
、
瑞
岡
、
ア
イ
ル
ラ
ン
下
位
い
の
も
の
て
あ
っ
た
と

一
言
わ
れ
ム
。
西
欧
諸
国
に
於
け
る
労
働
組
合
の
か
か
る
状
態
は
、
そ
れ
ら
を
主
体
と
す
る
国
際
労
働
組
合
運
動
K
直
接
間
接
の
影
響
を

ケ
へ
、
そ
白
活
動
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
、
制
約
さ
れ
る
と
と
と
た
っ
た
。
特
に
自
由
国
家
一
古
代
表
す
る
国
際
労
働
組
合
運
動
に
つ
い
て
、

モ
の
打
撃
が
甚
大
で
あ
っ
丸
、
ず
ロ
7
ィ
Y

テ
ル
γ
は、

-

A

ヨ
!
の
「
人
民
戦
線
結
成
」
の
呼
び
か
け
に
対
応
し
て
、
一
九
三
五
年

自
然
消
誠
を
し

τ
い
た
が
、
戦
前
二
七
を
数
え
た

I
T
S
は
、
モ
の
う
ち
二
三
が
、
独
、
填
両
国
に
そ
れ
ぞ
れ
本
部
を
お
い
て
い
た
関

係
か
ら
甚
大
た
影
響
を
受
け
、
組
合
員
も
二
分
ノ
一
乃
至
四
分
ノ
一
以
下
に
減
少
す
る
状
態
と
た
り
、
そ
の
大
部
分
が
、
木
怖
を
欧
州

大
陸
以
外
に
移
転
す
る
の
や
む
法
き
に
至
っ
た
。
国
際
金
属
労
働
者
連
盟
、
国
際
鉱
夫
連
盟
、
国
際
逮
輸
労
働
者
連
盟
等
D
I
T
S
を

除

hvτ
は
、
殆
ん
ど
事
実
ょ
の
活
動
主
行
い
得
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
間
際
労
働
組
合
連
盟
並
に
国
際
キ
リ
九
ト
労
速
に
つ
い
て
も
、

事
情
は
大
休
同
様
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
見
る
に
、
一
九
二
一
一
年
に
は
、
組
合
員
が
千
三
百
七
十
万
人
に
減
少
し
、

一
九
三
七
年
A

F
L
D
復
帰
に
よ
っ
て
、
勢
力
的
に
は
必
ず
し
も
衰
え
た
か
っ
た
が
、

あ
っ
た
関
係
か
b
、
モ
の
機
能
は
殆
ん
ど
ま
ひ
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
の
後
ロ
ン

F
Y
に
逃
避
し
、
英
国
労
働
組
合
会
議
の
事
務
所
の
一

一
九
四

O
年、

7
ラ
Y

九
の
敗
戦
て
、
当
時
パ
リ
ー
に
本
部
が

戦
後
四
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

四

第
二
号

五



戦
後
。
国
際
労
働
組
合
運
副
展
望

第
七
十
九
巻

回
目

第

号

隅
に
本
部
を
k
d

吉、

A
F
L
、
モ
の
他
英
国
に
亡
命
し
た
若
干
む
国
心
労
働
組
合
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
僚
か
に
そ
り
命
脈
を
維
持
し

得
た
に
す
ぎ
た
い
o

当
時
十
三
白
金
国
的
労
働
組
合
巾
央
機
関
が
こ
れ
に
加
問
し
、
そ
り
組
合
員
総
数
約
千
三
一
百
万
人
と
推
算
せ
ら
れ

「
全
く
影
心
如
き
存
在
」
に
転
落
し
た
と
言
い
得
る
で
あ
ろ

h
o
な
お
コ
ミ
Y
テ
ル
ン
は
活

た
が
、
コ
ー
ル
心
表
現
を
借
る
な
ら
ば
、

動
を
続
け
た
が
、
第
二
イ
Y

グ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
即
ち
労
働
者
社
会
主
義
イ
ン
グ
l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
諸
国
に
於
け
る
無
産
政
党
む
弾
圧

や
分
裂
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
的
並
に
財
的
基
礎
を
喪
失
し
、
一
九
四

O
年
、
フ
ラ
ン
ス
白
降
伏
と
よ
も
に
、
事
実
上
モ
の
活
動
を
停
止

ナ
る
の
キ
む
た
古
に
至
っ
た
り
て
あ
る
。

か
か
る
情
勢
白
下
に
於
て
、
独
、
墳
、
伊
等
白
反
7
7
7
1
ム
労
働
組
合
並
に
そ
白
幹
部
は
、
国
外
陀
亡
命
す
る
か
叉
は
地
下
に
潜

行
し
て
、

V

ヂ
ス
タ
γ
λ

の
運
動
を
展
開
す
る
外
に
道
が
左
か
ヮ
た
。
そ
う
し
て
か
か
る
潜
行
運
動
∞
過
程
に
於
て
、
従
来
相
互
に
反

日
し
拍
抗
し
て
い
た
右
派
並
に
左
派
白
組
合
幹
部
位
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
闘
争
と
言
う
共
通
目
的
の
た
め
に
協
同
し
、
接
近
し
て
、

わ
互

K
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
ゼ
あ
る
。
更
に
一
九
四
一
年
六
月
、
ツ
遠
心
参
戦
に
よ
っ
て
、
か
か
る
気
還
は
一
層
促
進
官

ら
一
れ
、
戦
争
主
連
合
国
側
白
勝
利
に
導
く
た
め
に
も
、
英
、
米
、
ソ
連
の
各
労
働
組
合
同
に
緊
密
な
協
同
関
係
を
保
持
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
り
最
初
心
具
休
的
措
置
と
し
て
注
目
さ
れ
る
白
は
、

一
九
四
一
年
九
月
設
置
せ
ら
れ
た
芙
ソ
労
働
組
合
委
員
会

て
あ
る
。
己
の
委
員
会
は
、
英
ソ
両
国
て
交
互
に
開
催
さ
れ
、
軍
需
品
白
増
産
の
た
め
の
協
力
、
組
合
幹
部
聞
の
友
好
関
係
の
促
進
、

組
合
大
会
へ
の
代
表
者
相
互
派
遣
、
軍
事
施
設
白
見
学
等
が
討
議
さ
れ
且
実
行
吐
ら
れ
た
。
己
白
委
員
会
に
米
国
の

A
F
L
、

c
I
o、

鉄
道
友
愛
組
合
心
代
表
者
を
参
加
せ
し
め
よ
う
と
す
る
計
画
は
、

A
F
L
D
反
対
に
あ
っ
て
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代
り
一
九
四

二
年
七
且
に
は
、

A
F
L
並
に
笑
国
労
働
組
合
会
議
代
表
各
五
名
を
も
っ
て
構
成
せ

b
れ
る
英
米
労
働
組
合
委
員
会
が
結
成
せ
ら
れ
て
、

英
、
米
労
働
組
合
幹
部
閉
山
友
好
関
係
の
保
持
、
戦
争
完
遂
へ

D
協
力
関
係
の
強
化
に
貢
献
し
た
。

7

ラ
Y

ス
解
放
後
の
と
と
で
は
あ



る
が
、
一
九
四

O
年
以
後
中
断
寸
ら
れ
て
い
た
英
仏
労
働
組
合
委
員
会
の
再
建
、

一
九
四
三
年
D
2
ミ
ン
テ
ル

V
解
散
、

一
九
四
五
年

一
月
、
仏
y
労
働
籾
合
委
員
会
の
結
成
等
も
、
戦
時
中
の
連
合
国
側
各
労
働
組
合
聞
に
於
げ
る
友
好
・
協
力
関
係
の
結
実
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
う
し
亡
か
か
る
相
互
的
友
好
・
協
力
関
係
が
、
戦
後
白
圏
際
労
働
組
合
運
動
の
再
建
に
、
決
定
的
た
影
響
を
与
え
る
こ
と
と

た
り
た
の
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
に
つ
い
て
略
述
し
よ
う
。

ω
凹

M46mp
ロ
-
ア
ロ
F
M
H
E
E
4
E血
O
l
d
E。
ロ
宮
2
0日
E
Z
え

440m宮
古
田
尚
喜
0・E
E

E己
同
g
E
H
n
F
J
E
-
-
N】
'
Z
0
・
U
5
2

]

U

M

由
斗
・

阻

止

-
E町
E
P
F
O
印
可

E
M口
由
民
目
。
骨
E

E
冨
O
E
O
-
E邑

2
・
3
I
F
・噌ユ
2
・。町
-
E
F
E
h
工
p
m旧
日

p
g
l官・

ω
n
O
H
O・
D
・
ロ
・
巴
・
〉
ロ

H
E
B
E
Z
H
E
Z
4
2骨
口
E
O
E
m
E
z
a
廿

-
E
F

終
戦
芭
後
の
国
際
労
働
組
合
組
織
と
し

τは
、
前
述
の
如
く
、
戦
時
中
た
と
い
「
影
の
如
き
存
在
」
に
す
ぎ
な
か
フ
た
と
は
言
え
、

国
際
労
働
組
合
連
盟
が
存
命
し
て
お
り
、
又
戦
時
中
殆
ん
ど
そ
白
機
能
を
停
止
し
て
い
た
多
く

D
I
T
S
が
、
漸
次
再
建
さ
れ
、
再
び

そ
の
活
動
を
開
始
し
つ
つ
あ
ヮ
た
。
し
か
し
乍
b
戦
後
の
国
際
労
働
組
合
運
動
白
歴
史
ば
、
世
界
労
連
の
創
設
に
よ
っ
て
始
ま
る
と
言

っ
て
も
過
言
て
は
た
い
で
あ
ろ
う
。
世
界
労
連
結
成
へ
の
気
運
は
、
既
に
戦
時
中
か
ら
醸
成
せ

b
れ

τ
H
た
。
即
ち
戦
況
が
連
合
国
側

に
有
利
花
展
開
し
、
勝
利
へ
の
見
透
し
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
一
九
四
三
年
秋
頃
か

b
、
英
、
米
そ
り
他
心
亡
命
労
組
の
間
氏
、
戦
後

白
園
内
並
に
国
際
労
働
運
動
の
再
建
案
が
討
議
さ
れ
始
め
て
い
た
が
、
英
国
労
働
組
合
会
議
は
、
同
年
十
月
白
年
次
大
会
に
於
て
、
戦

争
と
平
和
の
問
題
を
討
議
す
る
た
め
、
世
界
労
働
会
議
を
召
集
す
る
こ
と
を
決
議
し
て
W
る
。
こ
の
世
界
労
働
会
議

ω招
集
は
、
戦
時

戦
後
四
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

四
五

第
二
号

七



戦
後
白
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

一
四
六

第

号

ノ1

中
の
特
種
事
情
に
禍
い
さ
れ
、
予
定
通
り
に
は
進
捗
し
な
か
っ
た
が
、
遂
に
一
九
四
Z
年
二
月
六
日
か
b
、
R

Y

F

V
て
開
催
さ
れ
る

運
び
と
怒
っ
た
。
会
議
は
、
英
国
労
働
組
合
会
議
、
ソ
連
労
組
、

c
I
O
D
三
団
体
の
共
催
て
召
集
さ
れ
た
の
ぞ
あ
る
が
、

A
F
L
は、

己
れ
へ
の
参
加
を
桓
否
し
た
。

A
F
L
と
し
て
は
、
国
際
労
働
組
合
連
盟
主
催
の
世
界
労
働
会
議
を
主
張
す
る
と
同
時
に
、
ソ
連
労
組

代
表
白
出
席
す
る
会
議
に
は
、
参
加
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
と
言
う
の
が
、
モ
白
理
由
で
あ
っ
た
。

c
I
O
が
積
極
的
に
参
加
し
た
り

は
、
部
内
共
産
主
義
者
の
暗
躍
に
も
よ
る
が
、
従
来
A
F
L
の
た
め
完
全
に
国
際
労
働
組
合
運
動
の
舞
台
か
ら
締
出
さ
れ
た
C
I
0
と

し
て
は
、

A
F
L
と
対
抗
上
、

ζ

の
好
機
を
逸
せ
ず
、
国
際
的
に
発
言
権
を
得
た
い
と
の
宿
願
に
同
ず
る
も
り
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は

と
も
か
く
と
し

τ、
こ
の
ロ

y
r
y
国
際
労
働
会
議
。
開
催
は
、
全
く
戦
時
中
K
於
け
る
夫
、
米
、
ツ
連
等
の
連
合
国
側
各
労
組
問
白

友
好
的
協
力
関
係
を
背
景
と
す
る
も
む
て
あ
り
、
し
か
も
こ
の
会
識
が
、
世
田
作
労
連
白
結
成
へ
の
推
進
母
休
と
た
っ
た
と
と
は
、
注
目

さ
れ
怠
け
れ
ば
右
b
左
い
。

会
議
は
、
六
三
心
地
方
的
・
地
域
的
・
全
国
的
並
に
圏
際
的
労
働
団
体
、
モ
D
組
合
員
総
数
約
六
千
万
人
を
代
表
す
る
代
表
者
並
に

オ
フ
ず

l
パ
l
、
合
計
二

O
四
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。
議
案
の
主
要
な
る
も
の
は
、

ω連
合
国
白
戦
闘
力
増
強
、

ω講
和
条
件
に

対
す
る
労
働
組
合
白
態
度
、
川
明
世
界
労
働
組
合
組
織
白
創
設
で
あ
っ
た
。

ωに
つ
い
て
は
、
連
合
軍
白
勝
利
と
戦
力
増
強
の
一
た
め
に
、

各
国
労
働
組
合
白
一
層
の
協
力
を
要
望
す
る
決
議
士
行
い
、
川
仰
に
関
し
て
は
、
講
和
条
件
を
決
定
す
る
あ
ら
ゆ
る
会
議
へ
労
働
組
合
代

表
が
参
加
す
る
こ
と
、
大
西
洋
憲
章
の
確
認
等
が
決
議
さ
れ
た

Q

し
か
し
当
面
の
一
考
察
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
、
ゅ
の
議
案
て
あ

る
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
激
論
が
闘
わ
さ
れ
た
が
、
主
張
は
一
一
つ
に
分
れ
て
対
立
し
た
。

一
つ
は
即
時
新
b
し
い
国
際
労
働
組
合
組
織
を

創
設
し
よ
う
と
ナ
る
も
心
て
あ
り
、
他
は
、
従
来
の
国
際
保
働
組
合
連
盟
即
ち
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
イ
Y
グ

l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
擁
護
し
、

と
れ
を
土
台
と
し
て
新
組
織
を
再
建
す
べ
し
と
主
張
す
る
も
の
ゼ
あ
る
。

前
者
は
C
I
O
が
提
案
し
、

y
連、

7
ラ
ン
月
の

C
G
T



(ロ

oえ
室
町
釦
昨
日
E
p
b
t
E
F
E
叶

EAEMH)、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
等
の
各
代
表
が
、
こ
れ
に
賛
意
を
表
明
し
た
。
後
者
を
強
く
主
張

し
た
白
は
、
英
国
労
働
組
合
会
議
側
で
あ
り
、
西
欧
諸
国
白
労
働
組
合
中
央
機
関
並
に

I
T
5
の
代
表
者
多
数
が
己
れ
を
支
持
し
た
。

結
局

C
I
0代
表
ヒ
ル
マ

Y

(
白
骨
羽
田
口

E
E
)
の
斡
旋
に
よ
コ
て
妥
協
案
が
成
立
し
、
中
間
的
た
小
委
員
会
を
組
織
し
て
、
こ
れ

を
臨
時
的
執
行
機
関
と
し
、
次
回
の
世
界
労
働
会
識
に
備
え
る
己
と
と
た
っ
た
。

第
二
回
の
世
界
労
働
会
議
は
、

一
九
四
五
年
九
且
二
十
五
日
か
ら
、
パ

p
!
て
開
催
せ
ら
れ
た
。
当
時
イ
グ
リ
ー
は
も
と
よ
り
、
独

乙
、
日
本
も
降
伏
し
て
い
た
が
、
己
己
て
も
ロ
Y

F

Y
会
議
と
同
様
左
議
論
が
繰
返
さ
れ
た
。
し
か
し
ヒ
ル
マ
Y

の
主
張
す
る
即
時
新

組
織
結
成
論
が
勝
利
を
得
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
新
組
織
の
憲
章
案
白
審
議
が
開
始
さ
れ
た
。
モ
の
詳
細
は
己
こ
で
は
省
略
す
る

外
な
い
が
、
最
も
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
新
組
織
と
従
来
の

I
T
S
と
の
関
係
で
あ
る
。
憲
章
案
に
よ
れ
ば
、
既
存
の

I
T
S
は
こ
れ

を
解
体
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
新
組
織
の
産
業
別
部
門
(
司
包
o
目
。
官
Z
呂
百
戸
口
一
品
開
吉
田

E
昨日
1
2
p
m
m
U
E
o
-
H
E
m
s
-
E
E
]
)
に
編
入

さ
れ
る
こ
と
と
司
ザ
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
、
従
来
の

I
T
Sが
、
そ
の
自
主
狐
立
性
を
完
全
に
喪
失
す
る
己
と
に
な
る
の
で
、

-
T
S

の
代
表
者
b
は
、
猛
烈
に
E
れ
に
反
対
し
た
。
そ
己
て
己
れ
は
特
別
規
定
に
譲
る
こ
と
と
た
り
、
憲
章
案
は
、
十
月
一
一
一
日
遂
に
会
議
に

か
く
て
戦
後
日
国
際
労
働
組
合
運
動
史
自
第
一
一
貝
を
飾
る
史
上
最
大
の
払
界
労
連
(
当
2
5
3骨
E
Z
E
丘

於
て
可
決
さ
れ
た
。

叶
百
円
同

o
d巳
E
P
忠
忠
EHH目
的
百
品
目
白

HOHrFEE-ou
が
誕
生
し
た
む
で
あ
る
。

b
れ
て
い
る
。
本
部
は
、

C
G
T
の
要
望
に
よ
っ
て
、
パ
リ
ー
に
お
か
れ
た
。

引
続
い
て
、

世
界
労
連
日
第
一
回
大
会
が
開
催
せ

労
働
運
動
の
一
般
理
論
も
述
べ
ら
れ
て
い
左
い
。
モ
の
一
般
的
閏
的
が
、

働
者
並
に
筋
肉
労
働
者
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
そ
れ
b
諸
国
人
民
の
利
益
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
世
界
秩
序
の
建
設
」

世
界
労
連
白
憲
章
に
は
、
社
会
主
義
と
か
階
紋
闘
争
と
か
言
っ
た
言
葉
は
見
当
ら
な
い
し
、
プ
ロ
フ
イ
ン
テ
ル
Y

の
場
合
の
よ
う
に
、

「
世
界
の
す
べ
て
の
国
の
資
源
が
、
そ
の
大
部
分
が
精
神
労

戦
後
由
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
升
券

四
七

第

号

九



戦
後
四
国
際
労
働
組
骨
運
動
展
望
-

第
七
十
九
巻

四
ノ¥

第
二
号

O 

に
あ
る
旨
を
、
前
文
白
一
節
に
掲
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
具
体
的
に
列
挙
せ
ら
れ
た
も
の
の
中
て
は
、
後
進
国
に
於
け
る
労
働
組

合
育
成
、
戦
争
反
対
、
恒
久
平
和
の
実
現
、
国
連
と
の
協
定
に
よ
る
あ

b
ゆ
る
国
際
的
機
関
へ
の
協
力
年
が
注
目
せ

b
れ
る
の
で
あ
る
。

世
界
労
連
の
最
高
決
議
機
関
は
、
ニ
ヶ
年
停
に
開
催
世
ら
れ
る
九
誠
一
(
口

E
q
gる
で
あ

P
、
加
盟
を
許
さ
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、

一
国
一
労
働
組
合
中
央
機
関
に
限
ら
れ
る
。
創
立
当
時
の
加
盟
組
合
員
は
、
総
計
六
千
七
百
万
人
余
ゼ
あ
っ
た
。

た
お
世
界
労
連
の
結
成
に
よ
っ
て
、
一
九
四
豆
年
十
二
且
十
三
日
、
国
際
労
働
組
合
連
闘
の
解
散
が
豆
式
に
決
定
さ
れ
、
そ
の
二
五

年
に
豆
る
輝
か
し
hv
廃
由
民
を
閉
じ
た
白
で
あ
る
が
、

一
方
一
九
四
六
年
六
月
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
大
会
後
、
国
際
キ
リ
ス
ト
教
労
連

が
再
建
せ
ら
れ
て
い
る
。

ω

n円
「

Z
E凶
P
F
F
Z
開

M4ArBロ
n
E
S
l
E
M
n
p
H
E
E
Z
B
E
E
E
H
B
-
H
8
M
E・
司
申

l
E
-
-
F
O
Z
H
P
o
-
V
E
-
-
u司

H司
自
戸

川
刷

HVm沖
E
P
O
P
E「
HV
巴
・
そ
り
後
ウ
ィ
ー
ン
に
移
り
、
現
在
は
プ
一
プ
1
グ
に
あ
る
。

〔
註
〕
世
界
労
連
申
犬
舎
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
二
年
毎
に
開
催
さ
れ

τ
加
な
い
。
第
一
回
は
一
九
四
五
年
十
月
、
ハ
9
1
創
立
大
会
後
聞
か
れ
、

第
二
回
は
一
九
四
九
年
六
月
ミ
ラ
ノ
で
、
第
三
国
は
一
九
五
三
年
十
月
ウ
ィ
ー
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
て
い
る
u

と
れ
は
後
述
す
る
通
り
、
そ

白
内
部
的
対
立
に
婦
問
す
る
。

四

世
界
労
連
の
結
成
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
胃
際
労
働
組
合
運
動
に
於
け
る
戦
線
は
一
応
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
た
っ
た
の
ぞ
あ
る
。
戦
前

の
国
際
労
働
組
合
戦
線
が
、
容
共
と
反
共
白
二
つ
に
分
裂
し
て
、
相
互
に
対
立
・
抗
争
を
繰
返
え
し
て
W
た
当
時
を
知
る
も
の
に
と
っ

て
、
世
界
労
連
心
創
立
は
、
文
字
通
り
劃
期
的
事
件
て
あ

p
、
共
産
党
宣
言
の
理
想
が
実
現
し
た
も
の
と
し
て
、
方
国
の
労
働
者
か
ら

多
大
の
期
待
を
か
け
b
れ
た
の
も
当
然
て
あ
る
。
し
か
し
乍
b
、
一
九
四
七
年
六
周
以
降
、
事
情
が
変
化
し
、
世
界
労
連
は
、
漸
次
モ



の
内
部
的
対
立
を
露
呈
す
る
己
と
と
左
り
、
や
が
て
介
裂
す
る
に
至
る
白
て
あ
る
。
次
の
と
の
問
の
事
情
を
追
求
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

世
界
労
連
の
介
裂
は
、
根
本
的
に
は
ソ
連
側
1r一
英
、
米
、
仏
側
と
の
「
昨
戦
L

の
結
果
イ
あ
る
。

た
西
欧
諸
国
心
統
一
的
労
働
組
合
運
動
に
甚
大
在
る
影
響
を
与
え
た
。
即
ち
共
産
党
の
指
導
下
に
ゐ
か
れ
で
い
た
主
要
諸
国
の
労
働
組

「
冷
戦
」
ば
、
戦
後
再
建
せ
ら
れ

合
が
、
モ
の
支
阻
か
ら
脱
却
し
て
、
自
由
比
し
て
民
主
的
た
労
働
組
合
の
再
建
運
動
陀
乗
出
し
た
心
て
あ
る
。
と
れ
は
当
然
に
各
国
に

於
け
る
労
働
組
合
戦
線
の
分
裂
を
招
来
し
た
。
例
え
ば
、
フ
ラ
Y

ス
で
は
、
一
九
四
七
年
十
二
月
、
共
産
系
の

C
G
T
か
ら
介
離
し
て
、

「
労
働
者
の
カ
」
河
口
日
叶
問
。

2
0
2
3匹
目
)
が
、
P
ュ
オ

i
(忠

E
H
O
Z
E
M肉
)
を
指
導
者
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
彼
は
世
界
労
連
白

議
長

t
つ
と
め
た
人
て
あ
る
。
伊
太
利
に
於
て
も
、
容
共
の
伊
太
利
労
働
総
同
盟
(
口
o
民
邑
日
自
官
官
日

B
O
E
r

二
つ
の
反
共
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
た
が
、
巴
れ
ら
が
合
同
し

τ、
一
九
豆

O
年
四

創
立
大
会
子
一
、

H
Z
E
Z
品。

-
E
2
2
3
2
5
)
が
凡
打
裂
し
て
、

局
、
伊
太
利
労
働
組
合
同
盟
(
口
。
丘
邑
司
自

5
2
-
E
]昌
E
凹

E
E
B
Z
F
S。
E
Zロ
(
口
印
]
じ
)
)
を
組
織
す
る
に
至
っ
た
。
叉
一
九
四
八

年
に
は
、
丙
ベ
ル
U
J
Y
て
、
独
立
労
働
組
合
反
抗
同
盟

(
d
E
E
E四日
0
9
4
2
E♀
え
E
E
0
8
0
m
E
S
(口
日
ロ
)
)
、
一
九
四
九
年
十
月

陀
は
、
西
独
に
独
乙
労
働
組
合
同
国
(
口

E
Z岳
耳
目
。
ヨ
品
目

E
ロ
m
E
E
S
が
結
成
吉
れ
、
何
れ
も
東
独
の
共
産
茶
宵
由
狼
乙
労
働
組

合
同
盟
に
対
抗
す
る
と
と
と
な
っ
た
。
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
我
固
に
展
開
什
ら
れ
た
「
民
間
運
動
」
も
、
か
か
る
組
令
民
主
化
運

動
の
一
環
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
か
か
る
情
勢
が
、
世
界
労
連
の
介
裂
や
促
進
し
た
己
正
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
乍
ら
、
世
界
労
連
の
分
裂
を
決
定
的
に
し
た
直
接
の
原
因
企
し
て
は
、
一
一
つ
の
も
む
が
考
え
ら
れ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
計

画
と

I
T
S
の
態
度
が
こ
れ
で
あ
る
。

マ
シ
ャ
ル
計
画
即
ち
欧
州
復
興
計
画
は
、

一
九
四
七
年
六
月
豆
目
、
マ
ー
シ
ャ
ル
内
務
長
官
が
、
ハ
!
パ

l
ト
大
学
に
於
げ
る
泊

説
に
於
て
、
そ
り
構
想
主
発
表
し
た
も
白
。
て
あ
る
。
こ
れ
は
米
間
が
欧
州
諸
国
の
経
済
的
自
立
に
対
し
亡
援
助
を
与
え
ん
と
す
る
も
の

戦
後
四
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

四
九

第

号



戦
後
回
国
際
労
働
組
告
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

主
0 

第
二
号

て
あ
り
、

A
F
L
、
C
I
O
は
何
れ
も
こ
れ
に
全
面
的
支
持
を
与
え
、
そ
の
実
施
に
協
力
す
る
決
意
を
示
し
た
。
四
欧
諸
国
の
労
組
特

に
英
、
聞
耳
義
、
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
ヤ
諸
国
の
労
組
は
、

T
l
y
ャ
ル
計
闘
を
歓
迎
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
ソ
連
は
一
九
四
七
年
七
月
、

マ
l
v
b・
ル
計
画
を
討
議
す
る
パ
リ

1
会
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
一
方
向
年
十
月
五
目
、
ヨ
ミ
Y
7
x
ル
ム
を
結
成
し
て
こ
れ
に
公
然

ι反
対
を
表
明
し
た
。
世
界
労
連
に
於
て
も
、
同
年
十
二
月
、
パ

p
l
k
於
け
る
執
行
局
会
議
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
計
画
が
討
議
さ
れ
る

筈
て
あ
っ
た
が
、
王
式
に
議
題
に
も
上
っ
て
い
左
か
っ
た
。
そ
の
後
英
、
米
側
代
表
の
度
々
の
要
請
に
も
不
拘
、
執
行
局
会
議
は
、
マ

ー
シ
ャ
ル
吐
聞
の
審
議
在
十
ポ
グ
ヂ
し
或
は
こ
れ
を
故
意
に
引
白
ば
し
た
。
モ
れ
の
み
か
世
界
労
連
は
、
モ
の
機
関
誌
を
通
じ
て
、

マ
1
7
M

ル
計
画
が
「
オ
ー
ル
符
」
の
手
先
て
あ
り
、
欧
州
諸
国
を
経
済
的
に
植
民
地
化
し
、
モ
の
独
立
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
旨
を

強
調
し
て
、
こ
れ
を
獄
烈
に
攻
撃
し
た
。
当
時
世
界
労
連
の
内
部
て
は
、
発
足
当
初
と
は
具
り
、
ソ
速
を
中
心
と
す
る
共
産
派
白
支
配

権
が
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
か

b
、
己
れ
は
寧
ろ
当
然
の
と
と
と
骨
一
日
へ
ょ
う
。
己
己
に
於
て
、
英
国
労
働
組
合
会
議
は
、
白
耳
義
、

和
蘭
、
ル
グ
セ

y
プ
ル
ク
白
労
組
と
協
議
の
上
、
世
界
労
連
の
執
行
局
会
議
と
は
別
個
の
行
動
を
と
る
己
と
を
決
意
し
、

一
九
四
八
年

三
月
九
日
、

欧
州
復
興
計
画
労
働
組
合
会
議
を
ロ
Y
F
Y
ゼ
開
催
し
た
。

モ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
外
国
睡
眠
助
法
旬
。
日
誌
ロ
』
盟
国
E
R
O

マ
l
y
b
i
ル
計
回
に
参
加
す
る
欧
州
十
六
ヶ
固
に
よ
る
欧
州
経
済
協
同
体
(
白
田
行
)
の
結
成
等
に
よ
っ
て
、
マ

l
v

k
r
z
)
 
の
制
定
、

ャ
ル
計
画
は
、
愈
々
突
施
の
段
階
に
入
っ
た
り
て
あ
る
。

次
K
I
T
S
と
世
界
労
連
と
り
関
連
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

A
F
L
h
T
国
際
キ
H
見
ト
教
労
連
は
、
反
共
の
立
場
か
ら
叉
自
主
独
立

の
立
場
か
ら
、
既
に
世
界
労
連
の
外
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
て
、
世
界
労
連
は
、
真
に
世
界
的
と
は
言
い
得
た
い
憾
み
が
あ
っ
た
。

し
か

L
I
T
S
が
世
界
労
連
に
対
し
て
如
何
な
る
態
度
を
と
る
か
が
、
注
目
の
的
で
あ
ヲ
た
。
陀
界
労
連
と
し
て
は
、
最
初
か
ら
I
T

S
を
モ
の
産
業
別
部
門
に
発
展
的
解
消
せ
し
め
る
意
図
を
も
っ
て
ゐ
り
、
憲
章
案
に
も
か
か
る
条
項
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
h
た
が
、
ー



T
S
の
反
対
に
あ
っ
て
、
こ
れ
は
一
時
保
留
と
な
っ
介
ζ

と
は
、
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
世
界
労
連
と
し
て
は
‘
特
別
規
定
を

作
成
し
て
、
早
急
に
I
T
S
と
の
関
係
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
己
の
特
別
規
定
は
、
一
九
四
五
年
中
に
起
草
さ
れ
た
が
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
従
来
む

T
T
S
を
十
三
の
産
業
別
部
門
に
編
成
し
、
事
務
局
は
原
則
と
し
て
パ
リ

l
置
昔
、
名
実
と
も
世
界
労
連
の
従
属

民
受
諾
し
得
た
h
も
の
で
あ
る
己
と
は
明
ら
か
ぜ
あ
る
。

機
関
に
し
上
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
構
想
が
、
従
来
か
ら
そ
の
自
主
独
立
性
を
主
張
し
来
っ
た
I
T
S
側
に
と
っ
て
、
到

果
し
て

I
T
S
は
猛
然
と
こ

D
笑
に
反
対
し
た
。

国
際
運
輸
労
働
者
連
関

そ
の
自
主
独
立
性
の
保
持
を
再
確
認
し
た
。

は
、
州
の

I
T
S
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
、
世
界
労
連
と
の
訣
別
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
。
即
ち
特
別
規
定
を
通
じ
て
の
世
界
労
連

と
の
協
同
関
係
k
断
綿
す
る
の
み
か
、
世
界
労
連
の
産
業
別
部
門
結
成
陀
参
加
す
る
組
合
を
除
名
す
る
と
言
う
強
行
措
置
を
と
る
に
至

っ
た
。
か
〈
て
大
多
数
の

I
T
E
は
、
世
界
労
連
の
外
に
立
ち
、
従
前
通
り
一
、
そ
の
自
主
独
立
性
を
堅
持
す
る
乙
と
と
た
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
う
し
て
こ
れ
が
世
界
労
連
自
身
の
介
裂
へ
の
拍
車
と
た
っ
た
こ
と
は
、
否
定
し
得
た
い
で
あ
ろ
う
。

(
I
T
F
)
は、

一
九
四
八
年
七
月
、
オ
ス
ロ
ー
で
大
会
を
聞
き
、

己
の
オ
ス
ロ

l
宣
言

か
か
る
問
に
マ
ー
シ
ャ
ル
計
画
の
実
施
努
め
ぐ
っ
て
、
世
界
労
連
内
氏
於
け
る
共
産
派
と
英
・
米
側
白
抗
争
は
続
け

b
れ、

八
年
五
月
、
ロ

I
T
の
執
行
委
員
会
ぞ
、
一
時
小
康
守
待
た
け
れ
ど
も
、
同
年
の
七
月
に
は
ベ
ル
リ
Y
の
封
鎖
が
行
わ
れ
、
両
者
の
対

立
は
激
化
の
一
路
を
辿
っ
た
。
そ
う
し
て
遂
に
一
九
四
九
年
一
月
、
最
後
の
時
が
来
光
。
即
ち
同
月
十
七
日
か
ら
パ
リ
l
J
L
開
催
せ
ら

れ
た
執
行
局
会
議
白
席
上
、
芙
・
米
側
代
表
に
よ
っ
て
世

A
労
連
の
活
動
停
止
が
提
案
骨
ら
れ
た
が
、
執
行
局
側
が
己
れ
を
拒
否
し
た

白
て
、
英
・
米
並
に
オ
ラ
ン
ダ
代
表
は
、
即
時
退
場
し
た
。
一
月
十
九
日
の
出
来
事
ゼ
あ
る
o

己
の
日
か
ら
、
世
界
労
連
は
、
事
実
と

九
四

介
裂
し
た
の
で
あ
り
、
モ
の
後
仏
の

C
G
T
、
伊
の

C
G
I
L
を
除
章
、
肖
由
国
家
の
主
要
労
働
組
令
は
、
相
つ
い
ぞ
世
界
労
連
か
ら

離
脱
し
て
行
っ
た
。
か
く
て
世
界
労
連
を
護
る
も
の
は
、
ソ
速
を
中
核
と
す
る
共
産
国
家
の
労
働
組
合
並
に
そ
の
他
の
容
共
労
相
の
み

戦
桂
申
困
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

五

第
二
号



戦
後
O
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

五

第

号

四

と
な
ヮ
た
の
で
あ
る
。
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岡
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五

世
界
労
連
と
訣
別
し
た
自
由
国
家
の
主
要
労
働
組
合
は
、
世
界
労
速
に
対
抗
す
る
新
b
し
い
国
際
労
働
組
合
組
織
の
結
成
に
向
ッ
て

行
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
際
自
由
労
連
が
創
立
さ
れ
る
に
至
っ
た

ωて
あ
る
。
国
際
自
由
労
連
の
結
成
に
当
ヮ
て
は
、
英
国

労
働
組
合
会
議
士
始
め
、
米
国
の

A
F
L
、

c
I
o、
仏
の
「
労
働
者

ω
力
」
等
が
、
積
極
的
に
参
加
し
た
。
創
立
工
作
は
、

一
九
四

九
年
六
月
二
十
五

H
の
準
備
会
議
に
上
っ

τ本
格
的
に
着
手
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
準
備
会
議
に
は
、
国
際
労
働
総
会
の
開
期
主
利
用
し

た
関
係
も
あ
っ
て
、
=
一
六
の
全
国
的
労
働
組
合
中
央
機
関
と
十
二
心

I
T
S
を
代
表
し
、
三
五
ケ
固
か
ら
一
-
一
七
人
の
代
表
者
が
参
加

し
た
。
我
国
か
ら
も
、
放
戦
後
初
め
て
五
名
白
代
表
が
出
席
し
て
い
る
。
二
日
間

ω討
議
の
後
、
満
場
一
致
て
新
組
織
心
結
成
を
決
議

し
、
憲
章
白
起
草
と
創
立
大
会
開
催
の
た
め
に
、
準
備
委
員
会
を
組
織
し
た
。
創
立
大
会
は
、
一
九
四
九
年
十
一
月
一
一
十
八
日
か
ら
、
ロ

Y

F

Y
て
開
催
せ

b
れ
た
。
大
会
て
は
、
準
備
委
員
会

ω起
卓
し
た
憲
章
案
を
審
議
し
て
、
十
二
月
七
日
己
れ
を
可
決
し
、
新
組
織
の

名
称
を
国
際
自
由
労
働
組
合
連
合

Q
E司
B
E
E
F
P
E
E
m
E
C
E
M
丘
旬
。
。
叶
H
E
o
d
E
2
5
9口
広
島
町

E
M
O
H
M
F
Z
H
B
E
E
-ぬ
aom

a
E
H
B
Z
ビ
宵
2
)
と
決
定
し
た
。
そ
う
し
て
と
の
創
立
大
会
が
、
同
時
に
国
際
自
由
労
連
の
第
一
回
大
会
に
切
替
え

b
れ
た
り
ぜ
あ

る
。
当
日
可
決
せ
b
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「パ

y
、
自
由
、
平
和
」

(
Z
E
E
E
H
5
2
F
E
】UEM)
ゼ
あ
っ
た
。



国
際
自
由
労
連
の
目
的
は
、
十
五
項
白
に
亘
っ
て
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
反
共
産
主
義
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
族
の
下
に
、

ω

問
自
な
民
主
的
労
働
組
合
白
強
力
な
国
際
組
織
白
結
成
、

ω後
進
国
に
於
け
る
労
働
組
合
の
育
成
、
同
開
関
係
国
際
機
関
へ
の
積
極
的
参

門
司
巴

加
等
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
。
閏
際
自
由
労
速
に
於
て
も
、
最
高
決
議
機
関
は
、
二
ヶ
年
毎
に
開
催
せ
ら
れ
る
大
会

(
n
E胃
Em)
て

あ
る
が
、
世
界
労
速
に
は
見
b
れ
在
い
地
方
組
織
が
あ
る
。
乙
れ
は
国
際
自
由
労
連
の
活
動
を
出
来
る
限
り
地
方
分
散
化
し
、
己
れ
を

後
進
地
域
に
集
中
し
よ
う
と
す
る
の
が
目
的
て
あ
る
。
現
在
欧
州
地
域
組
織

(
E
H
O
司
自
国
問
。
岡
H
O
E
-
D叶
官
官
E

E
ロ
宙
開
(
)
)
)
、
米
川

。品
P
E
N
P
C
O
M
(』
同
D
V
)

等
が
結
成
せ
ら
れ
て
い
る
。

地
域
組
織

(O品
目
阿
国
口
宮
田
町
田
町
0
5
-
F
Z
7
P目
R
r
E似
品
0
4
2
E
E品。
2
ω
(
O回
目
寸
〕
)
、
ア
ヂ
ヤ
地
域
組
織
(
〉
民
自
国
品
5
5
-

そ
の
組
合
員
総
数
は
、
約
四
千
八
百

な
お
創
立
当
時
の
加
盟
組
合
は
六
七
、

万
人
と
公
表
せ
ら
れ
た

Q

か
く
の
如
く
世
非
労
連
の
分
裂
、
国
際
自
由
労
連
の
結
成
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
国
際
労
働
組
合
戦
線
は
、
戦
前
と
ほ
ぼ
同
様
な
る
様

相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
υ

即
ち
共
産
圏
家
の
労
働
組
合
又
は
そ
の
他
の
容
共
労
働
組
合
の
全
国
的
中
央
機
関
白
国
際
的
連
合
体
と
し
て

世
界
労
連
が
あ
h
J
、
己
れ
に
対
抗
し
て
自
由
国
家
を
代
表
す
る
全
国
的
労
働
組
合
中
央
機
関
心
国
際
的
組
織
と
し
て
国
際
自
由
労
連
が

存
在
す
る
。
叉
諸
国
の
全
国
的
キ
H
兄
ト
教
労
組
の
国
際
的
連
合
体
と
し
て
、
国
際
キ
リ
エ
ト
教
労
連
が
あ
る
。
一
方
特
種

ω職
柴
又

は
産
業
に
於
け
る
利
裁
を
擁
護
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
別
労
組
の
国
際
的
組
織
と
し
て
、
務
多
の

i
T
S
が
、
従
前
通
り
の
活
動
を
続

け
て
い
る
o

己
れ
は
戦
前
の
プ
ロ
フ
ィ

y
テ
ル
ン
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
イ
ン
グ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
白
対
立
を
想
起
せ
し
め
る
も
の
が
あ

ろ
う
。
次
に
己
れ

b
の
諸
国
際
労
働
組
合
組
織
の
現
状
と
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
略
述
す
る
己
と
に
し
よ
う
。

世
界
労
連
は
、

一
九
五
三
年
十
周
現
在
の
数
字
に
よ
れ
ば
、
七
九
ヶ
国
を
代
表
す
る
全
国
的
労
働
組
合
中
央
機
関
が
己
れ
に
加
盟
し
、

モ
白
組
合
員
総
数
約
八
千
八
百
六
十
万
人
と
言
わ
れ
る
。
分
裂
以
後
に
於
て
は
、
事
実
上
ソ
速
を
中
心
と
す
る
容
共
組
合
の
国
際
的
組

戦
後
。
国
際
労
働
組
骨
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

一五一一一

第
三
号

互ζ



第
七
十
九
巻
一
五
回

織
に
転
化
し
、
そ
の
意
味
J

し
は
、
実
質
的
に
プ
ロ
フ
イ
ン
テ
ル

Y
の
後
継
者
と
言
っ
て
よ
い
。
モ
ス
ヨ
!
の
外
受
政
策
の
基
本
線
に
副

戦
後
回
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第

号

/、

う
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
は
、
午
の
月
刊
機
関
誌
「
世
界
労
働
組
合
運
動
」
F

司
O
ユ
品
川
門

E
骨

C
E
E
冨
。
耳
目

E
C
の
諸
論
稿
を
読
め

ば
明
白
左
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
世
界
白
恒
久
平
和
と
後
進
国
D
労
働
組
合
白
育
成
、
特
に
植
民
地
の
解
放
と
独
立
問
題
を
と
り
あ
げ
、

叉
一
週
四
十
時
間
労
働
制
中
労
働
組
合
権
利
憲
章
を
提
案
し

τい
る
。
更
に
労
働
組
合
運
動
の
国
際
的
戦
線
統
一
昔
、
世
界
の
労
働
者

に
絶
え
ず
呼
び
か
け
で
い
る
。一

九
万
四
年
末
現
在
七
五
ヶ
国
松
代
表
す
る
一

O
八
の
全
同
的
労
組
中
央
機
闘
が
こ
れ
に
加
盟
し
、
そ
の
組

合
員
総
数
は
、
約
五
千
四
百
万
人
と
称
せ
ら
れ
る
。
世
界
労
速
に
対
抗
し
て
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
反
共
産
主
義
の
旗
の
下
に
、
自
由
国

家
の
社
会
民
主
主
義
的
労
働
組
合
を
総
動
員
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
湿
り
ゼ
あ
る
が
、
世
界
労
連
と
同
様
、
行
動
綱
領
と
し

て
、
世
間
仲
平
和
白
維
持
、
植
民
地
の
解
放
、
そ
の
地
域
組
織
を
通
じ
て
の
後
進
地
域
の
労
働
組
合
育
成
等
を
強
く
打
出
し
て
い
る
。
し

か
し
乍
b
国
際
自
由
労
連
の
内
部
に
は
色
々
困
難
去
問
題
が
伏
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
反
共
と
言
ヲ
て
も
、
米
国
側
労
組
と
西
欧
の
英
、

国
際
自
由
労
連
に
は
、

西
独
、
仏
側
と
の
聞
に
は
、
そ
の
程
度
に
相
当
の
開
み
さ
が
あ
る
し
当
相
民
地
の
解
放
に
つ
い
て
も
、
米
国
並
に
植
民
地
代
表
労
組
と
英
、

仏
側
労
組
と
の
聞
に
、
常
に
意
見
の
一
致
が
あ
る
と
青
う
訳
で
も
な
い
。
特
に
一
九
五
宜
年
十
二
且
、

A
F
L
と
C
I
0
が
合
同
し
て

か
b
は
、
国
際
自
由
労
連
内
に
お
て
一
千
五
百
六
十
余
万
人
と
言
う
庄
倒
的
の
勢
力
を
占
有
す
る
米
国
側
の
支
阻
権
が
、
漸
次
強
大
と

た
り
つ
つ
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
閏
際
自
由
、
労
連
は
、
反
共
政
策
の
推
進
や
財
政
的
運
営
に
於
て
も
、
米
国
側
労
組
特
に

A
F
L
C

I
O
D
実
質
的
指
導
下
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
己
の
問
の
事
情
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
己
れ
は
{
九
五
五
年
五
月
二
十
日
か
ら
ウ

イ
l
y
て
同
催
せ

b
れ
た
第
四
同
大
会
に
於
て
も
伺
わ
れ
る
と
こ
ろ
ぞ
あ

h
o
国
際
自
由
労
連
の
創
立
大
会
に
於
け
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「パ

y
、
自
由
、
平
和
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
皮
肉
に
も
、
と
れ
は
同
時
に
加
盟
組
合
の
色
分
け
を
指
示
し
て
い
る
。

前
述
の
一
如
く
、



即
ち
植
民
地
労
組
は
パ
ン
、
西
欧
側
労
組
は
平
和
、
米
国
側
労
組
は
自
由
に
、
そ
れ
ぞ
れ
重
点
を
h
s
h
τ
H
る
白
ぜ
あ

A
o

国
際
キ
リ
ス
ト
教
労
連
は
、
一
九
五
二
年
七
月
現
在
、
加
盟
組
合
員
総
数
約
二
百
万
人
を
数
え
、
加
盟
組
合
は
、
十
四
ヶ
国
に
散
在

し
て
い
る
。
世
間
外
労
速
や
国
際
自
由
労
連
に
比
較
し
て
、
勢
力
的
に
は
問
題
と
た
b
な
い
が
、
・
カ
ト
リ
ッ
ク
主
読
に
立
脚
し
伝
統
を
誇

る
国
際
労
働
組
織
で
あ
る
。
凶
欧
諸
国
特
に
戦
後
は
仏
、
伊
の
組
合
が
、
独
乙
に
代
っ
て
指
導
権
を
握

p
、
且
西
欧
を
中
心
と
す
る
組

織
て
あ
る
こ
と
に
変
り
は
た
い
が
‘
戦
後
に
於
て
は
、
刀
ナ
グ
、
南
米
、
ず
エ
ト
・
ナ
ム
そ
の
他
植
民
地
地
域
に
も
、
そ
の
組
織
が
拡

大
さ
れ
た
。
そ
の
自
主
狙
立
性
を
堅
持
し
て
、
世
界
労
連
干
国
際
自
由
労
連
日
呼
び
か
け
を
拒
否
し
、
乙
れ
b
の
組
織
臼
外

κ立
フ
て

活
動
し
て
る
。

最
後
に

I
T
S
て
あ
る
が
、
己
れ
は
一
九
五
二
年
末
現
在
一
一
十
を
数
え
、
そ
の
加
毘
組
合
員
総
数
は
、
約
二
千
六
百
万
人
と
推
算
せ

ら
れ
る
。
世
界
労
連
の
産
業
別
部
門
に
発
展
的
解
消
を
遂
げ
る
の
古
い
さ
ぎ
よ
し
と
せ
ず
、
自
主
独
立
白
伝
統
を
保
持
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
白
業
種
に
於
け
る
労
組
心
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
、
国
際
的
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
「
一
一
一
大

I
T
S
」
と
称
せ
b
れ
る

I
T
F

(
組
合
員
六
0
0
万
人
)
、
国
際
金
属
労
働
者
連
盟
(
組
合
員
五
九
O
万
人
)
、
国
際
鉱
夫
連
盟
(
組
合
員
三
回
O
万
人
)
が
、
最
も
強
大
で
あ

る
。
モ
う
し
て
己
れ
ら
二

O
白
I
T
S
白
う
ち
十
九
が
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
国
白
金
図
的
労
働
組
合
中
央
機
関
を
通
じ

τ、
国
際
自
由

労
速
に
加
盟
し
て
い
る
。
在
勤
戦
前
白
第
二
イ
ン
グ

l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
陀
対
応
す
る
国
際
政
治
組
織
と
し
て
は
、

せ
b
れ
た
社
会
主
義
イ
ン
グ

l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
(
印
。
己
巴
百
円

F
Z
S
Z
H
O
E
-
)
が
あ
る
が
、

一
九
五
一
年
六
月
結
成

こ
れ
は
現
在
未
だ
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
白
上
う
に
強
力
な
も
白
て
は
た
い
。

国
際
労
働
組
合
運
動
D
現
状
は
、
大
休
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
次
に
そ
り
相
互
関
係
に
つ
い
亡
一
一
吉
し
よ
う
。
国
際
自
由
労
連
は
、

大
休
戦
前
と
同
様
な
関
係
に
於

τ、
-
T
S
と
緊
密
な
協
力
関
係
に
立
フ
て
い
る
。
即
ち
国
際
自
由
労
連
は
、

一
般
政
策
の
決
定
、

I

戦
後
母
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

五
五

第
二
号

七



戦
後
。
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

一
五
六

第一一号

ノ1

T
S
は
各
業
種
の
特
種
利
益
擁
護
と
、
モ
れ
ぞ
れ
活
動
の
分
野
を
具
に
ナ
る
が
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
於
て
協
力
し
て
い
る
。
国
際
キ

F
ス
ト
教
労
連
は
、

一
応
国
際
自
由
労
連
の
外
に
立
っ
て
い
る
が
、
反
共
と
一
言
う
点
て
は
、
国
際
自
由
労
連
平
I
T
S
と
同
一
陣
営
に

属
し
て
わ
り
、

N
A
T
o
h
T
マ
ー
シ
ャ
ル
計
画
士
支
持
し
、
特
種
D
具
体
的
問
題
に
つ
h

て
は
、
己
れ
ら
と
共
同
戦
線
全
隈
っ
て
い
る
。

世
界
労
連
は
、
己
れ
ら
に
対
し
亡
、
原
理
的
に
は
一
応
鋭
く
対
立

L
て
い
る
が
、
八
刀
裂
以
後
の
世
界
労
連
は
、
先
に
も
一
一
言
し
た
如

く
、
常
に
国
際
自
由
労
連
、
国
際
キ
リ
月
ト
教
労
連
等
に
対
し
て
、
戦
線
の
統
一
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
一
九
五
六
年
四
万
、
コ
ミ
ン

7

r

ル
ム
を
解
体
し
た
白
も
、
モ
白
た
め
て
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
国
際
自
由
労
連
は
、
モ
白
都
度
こ
れ
を
拒
否
し
、
最
近
て
は
、

全
く
黙
殺
り
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

そ
の
戦
線
統
干
の
一
呼
び
か
け
は
、

「
み
吐
か
け
白
統
一
」
で
あ
る
か

b
、
己
れ
に
は
絶
対
に
応
じ
難
い
と
一
吉
う
の
が
、
そ
む
解
答
て
あ
切
向
。

世
界
労
連
は
ソ
連
の
手
先
て
あ
り
、

共
産
党
主
中
心
と
す
る
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門
註
〕
国
際
自
由
労
連
は
、
憲
章
通
り
、
一
一
品

l

毎
に
犬
舎
を
開
値
L
τ

い
る
。
即
ち
第
一
回
は
、
一
九
四
九
年
十
二
月
、
ロ
ン

γ
ン
で
、
第
二
回
出
、

一
九
五
一
年
七
月
、
ミ
ヲ
ノ
、
静
=
一
回
は
、
一
九
五
三
年
七
月
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
第
四
回
は
、
一
九
瓦
五
年
五
月
、
ウ
ィ
ー
ン
で
、
そ
れ
ぞ
れ

開
恥
れ
て
い
る
@

-J、

き
て
我
国
の
労
働
組
合
は
、
現
在
か
か
る
国
際
労
働
組
織
と
如
何
な
る
関
連
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
戦
前
我
国
の
労
組
が
、

正
式
に
加
盟
し
て
h
た
の
は
I
T
F
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
し
か
し
戦
後
は
、
当
然
白
乙
と
乍
b
、
我
国
労
組
の
国

際
的
関
連
が
一
段
と
緊
密
さ
を
加
え
た
。

I
T
S
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

I
T
F
に
は
、
全
日
本
海
員
組
合
の
み
な
b
ず
、
国
鉄
、
都
市

交
通
等
の
労
組
が
加
盟
し
、
そ
の
他
の

I
T
S
に
も
、
多
数
の
労
組
が
加
盟
し
て
い
る
o

世
界
労
連
は
、
一
九
四
七
年
三
万
、
我
固
に

使
節
団
を
派
遣
し
て
視
察
並
に
調
査
を
行
い
、
同
月
結
成
せ
b
れ
た
企
国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
(
全
労
連
)
は
、
最
初
か
b
世
界
労

連
支
持
を
声
明
し
た
。
一
九
四
九
年
一
月
一
日
、
世
界
労
連
の
執
行
委
員
会
に
よ
っ
て
全
労
連
の
正
式
加
盟
が
決
定
さ
れ
た
が
、
一
九

五
O
年
八
月
、
全
函
到
達
が
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
世
界
労
連
の
我
国
労
組
に
対
す
る
影
響
力
は
、
民
主
化
同
盟
運
動
の
進
展
と
と

も
に
衰
退
し
た
。
現
在
世
界
労
連
に
正
式
加
盟
し
て
い
る
我
国
労
組
は
、
全
旺
本
産
業
別
労
働
組
合
会
議
(
産
則
合
議
)
の
み
で
あ
り
、

「
国
際
自
由
労
連
の
旗
の
下
に
」
?
と
言
う

ス
ロ
ガ
ン
を
掲
げ
て
発
足
し
た
の
て
あ
る
が
、
一
九
五
二
年
六
月
の
第
三
回
大
会
て
、
国
際
自
由
労
連
へ
の
一
括
加
入
が
否
決
さ
れ

た
。
従
っ
て
総
評
は
、
現
在
国
際
自
由
労
連
の
外
に
立
っ
て
い
る
。
然
る
に
一
九
五
四
年
四
月
、
全
日
本
労
働
組
合
会
議
(
全
労
会
議
)

が
結
成
さ
れ
、
己
れ
が
国
際
自
由
労
速
に
加
盟
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
労
組
も
、
国
際
自
肉
労
連
加
盟
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
、

そ
の
勢
力
も
僅
か
一
万
二
千
人
に
す
ぎ
左
い
。
己
れ
に
対
し
総
評
は
、
一
九
五

O
年
七
月
、

戦
後
申
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

五
七

第

号

九



戦
後
の
国
際
労
働
組
合
運
動
展
望

第
七
十
九
巻

五
J'、

第

号

。

国
際
自
由
労
連
を
支
持
し
て
お
り
、
そ
の
勢
カ
は
約
R
七
十
三
万
人
と
推
賞
せ
ら
れ
て
い
る
。

7

ォ
ス
グ
l
は
、
総
評
は
世
界
労
連
に

友
好
的
ゼ
あ
り
、
そ
の
他
の
日
本
に
於
け
る
方
派
労
組
の
聞
に
も
、
世
界
労
連
加
盟
へ
の
強
い
要
望
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
守
一
口
っ
て
W

る
が
、
現
在
の
と
己
ろ
、
我
国
労
組
白
約
三
分
ノ
一
一
は
、
国
際
自
由
労
連
を
支
持
し
て
い
る
と
言
え
主
う
。

さ
て
以
ょ
に
於
て
戦
後
の
一
国
際
労
働
組
合
運
動
を
概
観
し
た
o

こ
れ
に
土
っ
て
得
ら
れ
る
結
論
の
三
、
=
一
を
附
一
三
一
目
し
て
、
粗
雑
た
る

木
稿
を
終
り
た
H
と
思
う
。

ω
戦
後
の
国
際
労
働
組
合
運
動
は
、
一
時
世
界
労
連
に
そ
の
戦
線
を
統
一
し
た
が
、
後
に
と
れ
が
分
裂
し
て
、
共
産
国
家
の
労
組

を
代
表
す
る
世
界
労
連
、
自
由
国
家
白
労
組
を
代
表
す
る
国
際
自
由
労
連
、
国
際
キ
リ
ザ
〈
ト
教
労
連
、
多
数
I
T
S
の
二
大
陣
営
に
分

か
れ
、
対
立
抗
争
す
る
こ
と
と
た
っ
た
。
と
れ
は
戦
前
と
同
様
て
あ
る
が
、
こ
れ
が
戦
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
勢
力
と
規
模
に
於
て
展

関
士
b
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
G

そ
う
し
て
と
れ
は
、
根
本
的
に
は
共
産
国
家
と
資
本
主
義
国
家
の
対
立
の
反
映
で
あ
る
。

(2) 

国
際
自
由
労
連
、
国
際
キ
リ
ス
ト
教
労
連
、

I
T
S
は
も
と
上
り
、
世
界
労
連
も
瑚
在
国
連
h
T
I
L
O
そ
の
他
心
関
係
国
際
機

関
に
協
力
的
で
あ
る
。
即
ち
国
遠
心
社
会
・
経
済
委
員
会
に
オ
プ
サ
パ
ー
と
し
て
出
席
し
、
叉

1
1
0
の
総
会
干
産
業
委
員
会
を
通

じ
て
、
己
れ
に
協
力
L
τ
い
る
。
こ
れ
は
戦
前
の
プ
ロ
フ
イ
ン
テ
ル
ン
に
見
b
れ
な
か
っ
売
現
象
て
あ
る
が
、
恐

b
〈
ソ
速
が
同
連
に

加
隠
し
叉
戦
後
I
L
O
に
復
帰
し
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

自
由
国
家
を
代
表
す
る
国
際
労
働
組
合
運
動
は
、
最
初
独
乙
労
組
の
間
導
の
下
に
展
開
山
中
ら
れ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
は
、

こ
れ
が
英
国
労
働
組
合
会
議
白
手
に
移
っ
た
。
し
か
し
第
二
次
品
作
品
大
戦
後
は
、
米
国
の
労
組
が
閏
際
自
由
労
連
を
漏
じ
て
、
そ
の
指

導
権
主
掌
握
す
る
に
室
ヮ
た
。

川
明 (3) 

ロ
ー
す
イ
ン
は
、
国
際
自
由
労
連
平

I
T
S
が
、
共
産
系
の
叶
一
界
労
連
と
対
決
し
、
民
主
主
義
白
擁
護
の
た
め
、
漸
次
そ
の
勢

元，



カ
を
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
と
楽
観
し
で
い
る
。
然
る
に
フ
X

ス
グ
ー
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
品
目
働
組
合
運
動
は
、
戦
後
急
速
に
左
翼
佑
し
、

全
世
界
の
組
織
労
働
者
約
一
億
四
千
万
人
の
う
ち
、

wr-
の
約
半
数
が
、
社
会
主
義
の
建
設
に
い
そ
し
み
つ
つ
あ
る
。
資
本
主
義
白
一
般

的
危
機
と
と
も
に
、
社
会
民
主
主
義
は
凋
落
し
て
、
労
働
組
合
運
動
の
指
導
権
は
、
共
産
党
に
移
担
、
資
本
主
義
と
の
対
決
に
於
て
、

社
会
主
義
白
勝
利
を
確
信
し
、
世
界
労
連
の
活
動
に
多
大
の
期
待
を
か
け
て
い
る
よ
う
て
あ
り
V

。
こ
の
何
れ
が
玉
し
い
か
は
、
将
来
の

歴
史
が
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
世
界
労
連
の
統
一
の
呼
び
か
け
に
も
不
拘
、
国
際
自
由
労
連
と
の
戦
線
統
一
、
従
ヮ
て
叉
国
際
労
働

組
合
運
動
忙
於
げ
る
戦
線
統
一
は
、
現
在
D
と
と
ろ
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
の
み
か
、
米
国
労
組
の
国
際
労
働
組
合
運
動
に
於
け
る

指
導
権
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
現
状
て
は
、
国
際
自
由
労
連
と
世
界
労
連
と
の
対
立
は
、

「

Z

和
共
存
」
の
呼
び
か
け
を
よ
そ
に
、
激
化

の
一
路
を
辿
る
外
な
い
で
あ
ろ
う
。
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